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４ 内   容 

（１）８月８日 

  ①開会行事（被爆者体験講話など）＜平和会館＞ 

  ②フィールドワーク ＜原爆資料館周辺＞ 

    ボランティアガイドと被爆建造物などを巡り，当時の惨状について学びます。 

  ③交流会 ＜長崎新聞文化ホール＞ 

    他の参加団体と食事をしながら交流を行います。 

 

（２）８月９日 

   ①平和祈念式典への参列 ＜平和公園＞ 

   ②平和学習 ＜長崎ブリックホール＞ 

     前日のフィールドワークでの学習成果を取りまとめるとともに，グループごとに

意見交換を行います。 

   ③長崎市内視察見学 ＜原爆落下中心地，大浦天主堂，グラバー園など＞ 

     被災施設等の見学を通じて，被爆の悲惨さと核兵器の恐ろしさや平和の大切さを

学びます。 

 

（３）事後学習 

   ①平和学習報告 

     「平和学習報告会」において，学習成果の発表を行います。 

 

５ そ の 他 

（１）結団式 

  ①日時  平成２９年 ８月 １日（火）午前１１時３０分 

  ②場所  市役所２階 応接室 

 

（２）報告会 

  ①日時  平成２９年 ８月２１日（月）午後２時 

  ②場所  市役所２階 応接室 

 

（３）過去５年の派遣校 

年度 学校名 

平成２４年度 津谷中学校 

平成２５年度 小泉中学校 

平成２６年度 大谷中学校 

平成２７年度 気仙沼中学校 

平成２８年度 鹿折中学校 

      ※松岩中学校生徒の派遣は，平成１６年度実施以降２回目となります。 


